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鉄骨の墨付けを機械化

　新技術、新製品の開発に絶えずチャレンジしているのが、大渡
町二丁目にある関東精機。そこで生産されているのが、「オイルマ
チック」という、部品製造機械で使用される潤滑油や冷却液など
の液体の温度を自動で調整する装置です。
　工作機械や半導体製造装置といった部品製造機械は作業を行う
ことで熱が発生します。この熱は、1,000分の1mmという目で
は分からないくらいわずかな単位で機械自体を変形させてしまい、
これが生産される部品に誤差を生み出します。また、機械自体の
温度が変化することは、動作の不安定や稼働率の低下につながる
などの悪影響を及ぼします。そこに着目して開発されたのがオイ
ルマチックでした。元々は部品製造業だった関東精機は、使用す
る側の立場に立って熱の問題に取り組みました。こうして業界に
先駆けて開発されたオイルマチックは、機械内の液体の温度を管
理することで熱による悪影響を抑制し、部品加工の正確性と作業
の効率を飛躍的に向上させたそうです。
　オイルマチックは開発された昭和39年から現在まで、完全受注
生産を行っています。これは取り付ける機械に合った性能や大き
さの物を作らなければならないためで、発注者と綿密な打ち合わ
せを重ねます。そんなきめ細かな対応が、顧客との信頼につなが
り、業界トップのシェアを生み出しているようです。オイルマチッ
クは人と機械と地球に優しい温調機を目指して、今も進化を続け
ています。
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機器の熱による悪影響を抑制
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　鉄骨を使用して建造物などを造る際、組み立てる鉄骨を加工す
る必要があり、そのために鉄骨に目印を付ける作業を墨付けとい
います。これを行う作業者の負担の軽減と効率化・合理化を図る
ために、「鉄のスペシャリスト」吉田鉄工所で開発されたのが、鉄
骨加工用定規作成装置「鉄骨くん」です。これは、鉄骨への墨付
けを効率的かつ正確に行うための製品で、約20年前、群馬工業高
等専門学校との共同研究により開発されました。精度の高い製品
を作るため苦労を重ね、開発から製品化までに５年の歳月を費や
したそうです。
　この製品ができるまで、鉄骨の墨付け作業は職人が手作業で膨
大な時間を掛けて行っていました。しかしこの製品を使えば、デ
スクに座ったまま誰でも簡単に作業ができます。さらに、手作業
よりも精度が高いため、間違いによる材料のムダを最小限に抑え
ることができます。耐久性にも優れているこの製品は、現在、三
菱重工業や川崎重工業などの大手企業をはじめ、約50社で大型鉄
骨の加工に使用されています。鉄骨加工業界の技術の高度化に貢
献するとともに、海外にも輸出され企業の収益向上にも貢献して
います。
　鉄骨くんを使用した大型鉄骨によって造られた建造物は、新幹
線のぞみ７００系や瀬戸大橋、現在建設中の東京スカイツリーな
ど、数多く存在しています。また、造船会社での使用実績も多く、
船の建造にも欠くことのできない製品です。
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鉄骨くん オイルマチック

　前橋の技術力―。普段の暮らしの中では知る
機会は少ないと思いますが、本市では毎年いくつ
もの新製品が誕生しています。今回は、全国でト
ップシェアを誇る製品を生み出した２社を取材。
前橋発の先端技術について紹介します。
　担当は市民編集委員 加藤・古田島。

問い合わせは
　　工業課　☎210−2274

こんなにすごい！
前橋企業の力
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